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大項目 4 「地理総合」の授業法と小中高の接続教育 

中項目 4-2 小中学校社会科との連携をどうするか 

小項目 4-2-1 地誌学習から「地理総合」へ 

細項目 

(発問) 

4-2-1-1 

接続教

育 

中学校の地誌学習から高校地理への継続性とは何か。 

作成者名 青柳慎一 作成・修正 2018/2021/2023 Ver． 1.2 

キーワード 

5~10個程度 

社会的事象の地理的な見方・考え方  世界の諸地域   地球的課題  日本の諸地域      

地域的特色と地域の課題  防災  現代世界の地誌的考察 接続教育 中学校 地誌学習 

 

（１）中学校における地誌学習はどのように行われていますか。 

①中学校社会科地理的分野の内容構成 

 平成 29年告示の中学校学習指導要領では、社会科地理的分野の内容を大項目Ａから大項目Ｃまでの３つの大

項目で構成しています。 

大項目Ａ「世界と日本の地域構成」は、世界と日本の地域構成の基本的な枠組みの理解をねらいとしています。

大項目Ｂ「世界の様々な地域」は、世界の諸地域の多様性や地域的特色を理解する学習を通して、世界の地理的

認識を養うことを主なねらいとし、「(1)世界各地の人々の生活と環境」、「(2)世界の諸地域」の２つの中項目で

構成しています。大項目Ｃ「日本の様々な地域」は、日本及び日本の諸地域の地域的特色を捉える学習を通して、

我が国の国土に関する地理的認識を深めることをねらいとし、「(1)地域調査の手法」、「(2)日本の地域的特色と

地域区分」、「(3)日本の諸地域」、「(4)地域の在り方」の４つの中項目で構成しています。 

このうち大項目Ｂ「(2)世界の諸地域」と大項目Ｃ「(3)日本の諸地域」の２つの中項目が地誌的な学習内容と

なっています。これらの中項目は、空間的相互依存作用や地域などに着目して、主題を設けて課題を追究したり

解決したりする活動を設定して学習を展開していきます。（参考文献１） 

 

②「世界の諸地域」の展開例 

 中学校では、世界の諸地域について「アジア」「ヨーロッパ」｢アフリカ｣「北アメリカ」「南アメリカ」「オセ

アニア」の各州を取り上げて学習します。この点は、高等学校地理歴史科の「地理探究」における「Ｂ 現代世

界の地誌的考察」の「(2)現代世界の諸地域」が幾つかの地域に区分した現代世界の諸地域を基にしているのと

異なっています。中学校では「世界の諸地域」の学習において、空間的相互依存作用や地域などにかかわる視点

に着目して、各州の地域的特色を大観して理解するとともに、世界の各地域で見られる地球的課題の要因や影響

をその地域的特色と関連付けて多面的・多角的に考察し、表現する力の育成をねらいとしており、このような学 
習を通して、世界の各州の地域的特色やそこで見られる地球的課題と地域的特色の関係を理解できるようにする

ことが求められています。その際、州ごとに主題を設け、それを追究する学習活動を工夫することが求められて

います。「世界の諸地域」における各州ごとの主題設定例を示します。（表１） 

 実践事例として小単元「アフリカ州」の単元の指導計画例を示します。（図１）実践事例は３時間扱いとし、 

第１時で地図帳の一般図を使いアフリカ州の位置や主な国の位置と名称、サハラ砂漠やナイル川など自然環境の

特色を概観しました。さらに、気候や宗教の分布を「世界各地の人々の生活と環境」の学習成果と関連付けて捉

えさせました。次に、資源や産物の分布について主題図や統計資料を読み取り、地下資源やカカオ豆などの生産

が盛んであることを捉えさせました。次に、ＧＤＰの表を提示し、アフリカ州は経済的に発展の遅れている地域

であることを捉えさせ、「どうして資源が豊かなのに経済発展が遅れているのだろう」と問いかけ、単元を貫く

課題を設定しました。第２時で、最初に南アフリカ共和国を取り上げ、ＮＨＫの放送教材を視聴してヨーロッパ

諸国の植民地支配による影響、モノカルチャー経済の弊害、国内の経済格差といった原因があることを捉えさせ

ました。（参考 URL１、２）次に、モノカルチャー経済に着目して、「金が主な輸出品になっている国は？」「貿

易額が１００億ドル以下の国は？」といった課題を教師が提示し、それらを班で分担して調べる学習活動を設定

しました。資料として、班に１台タブレット端末を用意し、ＮＨＫがインターネットを通して提供している電子

教材や動画クリップ集を利用しました。調べた結果と課題について考えたことをボードにまとめ黒板に掲示し、 
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 図と表のﾍﾟｰｼﾞ                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 1 中項目「世界の諸地域」の主題設定例 

小単元 主題設定例 

アジア州 人口の増加、居住環境の変化に関わる課題など 

「人口の急増し多様な民族が暮らすアジア州では、どのような課題があり、どのような対策が

取られているのだろうか」 

ヨーロッパ州 国家統合、文化の多様性に関わる課題など 

「ＥＵによる政治・経済的統合は、人々の生活にどのような影響を与えているのだろうか」 

アフリカ州 耕作地の砂漠化、経済支援に関わる課題など 

「特定の生産品に頼るアフリカ州では、どのような課題があり、どのように克服しようとして

いるのだろうか」 

北アメリカ州 農業地域の分布、産業構造の変化に関わる課題など 

「世界一の経済大国であるアメリカは、世界経済にどのような影響を与えているのだろうか」 

南アメリカ州 森林の伐採と開発、商品作物の栽培に関わる課題など 

「なぜアマゾンでは森林伐採、耕地化が進んだのか。その結果、どのような問題が生じている

のか」 

オセアニア州 多文化社会、貿易に関わる課題など 

「なぜオーストラリアでは、民族構成が変化しているのか、」 

 （「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説社会編」pp.49～51の記述を参照して青柳慎一作成） 
 
 

時 主な学習内容 単元の学習計画を工夫する意図 
１ アフリカ州をながめて アフリカ州の自然環境，人々のくらし，植民地支配の歴史，他国に頼った開発などアフ

リカ州の特色を、地図帳の一般図、主題図、統計資料などを読み取り概観する。 
ＧＤＰ表の比較を通してアフリカ州の特色に着目し、単元を貫く課題を設定する。 
 
 
 

２ アフリカ州の国々が抱えて

いる課題 
放送教材、デジタル教材を活用して、モノカルチャー経済から見たアフリカ州の抱える

課題を理解させる。デジタル教材の活用については、班に１台タブレット端末を使って

調べる学習活動を設定する。その際、班ごとに異なる課題を用意し、各班が調べた結果

を組み合わせることで、多面的・多角的に考察させる。 
 
 

 
 
 
 
【タブレット端末で調べる】   【調べ考えたことをボードにまとめる】 

３ アフリカ州の未来 アフリカ州の国々が抱える課題を解決するために，どんなことが必要なのか意見交換す

る学習場面を設定する。 
問題解決のために国際的な支援が必要であることについて、実際の事例を踏まえて考え

させる。 
  図 1 小単元「アフリカ州」の単元の指導計画例 （青柳慎一の授業実践を基に作成） 

単元を貫く課題  なぜ、アフリカ州は資源が豊かなのに、経済的に発展が遅れているのだろうか 
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て情報の共有化を図りました。（図１中の写真参照）第３時で、各班の調べた結果を比較させ、特定の産物に頼

っていることが各国の問題になっていることを捉えさせ、問題解決のためにどうすればよいか意見交換する学習

活動を設定しました。対話的で深い学びを目指すとともに、このような学習活動を通して貧困、国際協力の在り

方など地球的課題を、植民地支配の影響などアフリカ州の歴史的背景や砂漠化など環境問題と結び付けて考察さ

せるとともに、アフリカ州の地域的特色の理解をねらいました。 

 

③「日本の諸地域」の展開例 

 この中項目は、地域の特色ある地理的な事象を他の事象と関連付けて多面的・多角的に考察し、表現する力を

育成することを主なねらいとしています。このような学習を通して、日本の諸地域の地域的特色や地域の課題、

事象間の関連性を理解できるようにすることが求められています。そこで、この中項目では①から⑤までの考察

の仕方が定められています。それは「①自然環境を中核とした考察の仕方」、「②人口や都市・村落を中核とした

考察の仕方」、「③産業を中核とした考察の仕方」「④交通や通信を中核とした考察の仕方」、「⑤その他の事象を

中核とした考察の仕方」の５つです。これらの考察の仕方は、中核とした地理的事象と他の事象とを有機的に関

連付けて考察し、動態的に取り上げていくこととなります。「その他の事象を中核とした考察の仕方」としては、

平成 20年告示の学習指導要領で示されていた「歴史的背景」や「生活・文化」、「環境問題や環境保全」を中核

とした考察の仕方などを当てはめることが考えられます。この中項目では、幾つかに区分した日本の諸地域の数

が、小項目の数となります。また、①から④までの考察の仕方は、必ず一度は取り上げることとなっています。

これらのことを踏まえて、各学校で指導計画を工夫することが求められます。中学校学習指導要領（平成 29年

告示）解説社会編では、同じ考察の仕方を複数回取り扱う場合、後に学習する地域の地域的特色や地域の課題に

ついて、先に学習した地域と比較しつつ考察する学習展開例が示されています。「日本の諸地域」の指導計画例

を示します。(表２) 

実践事例として小単元「近畿地方」の単元の指導計画例を示します。（図２）これまで一斉学習の形態で「九

州地方」「中国・四国地方」で学習してきた事象間を有機的に関連付けて考察する方法を踏まえて、小グループ

ごとに課題を分担して追究し、資料を作成して発表する学習を展開しました。先の２つの小単元は、それぞれ４

時間扱いとしましたが、「近畿地方」では資料作成や発表の時間を確保するため６時間扱いとしました。第１時

で近畿地方の位置や自然環境、都市と人口、交通などを地図帳の一般図や主題図、統計資料などを読み取って概

観しました。次に新聞記事の見出しを提示し、地域の環境問題や環境保全の取組に着目させ、単元を貫く課題を

設定しました。第２時で、一斉授業形態でこの単元で取り上げる考察の仕方（環境問題や環境保全を中核とした

考察）と調べ方について捉えさせ、追究の仕方とまとめ方について見通しをもたせました。第３時で教科書や地

図帳、図書室の書籍、教師が準備した資料から必要な情報を読み取る学習活動を設定しました。ここで、資料の

一つとして地理院地図を活用して課題に関わる地域の地形図と航空写真を印刷したものを用意し、地域の様子を

地図から読み取らせる場面を設定しました。第４時で課題について考察したことをグループ内で話し合い発表原

稿にまとめていきました。その際、調べ考察した地理的事象に関するキーワード、または短文をカードに書き示

すことで発表資料としました。第５時と第６時の発表の際には、カードに書いたキーワードを指し示しながら説

明することとしました。また、聞き手はキーワードをワークシートにメモし、説明を聞きながらそれらのキーワ

ードの結び付きを線で結ぶなどして図的にまとめられるようにしました。最後に、発表を聞いて自分なりに捉え

た近畿地方の特色を文章記述でまとめさせました。 

 

（２）中学校の地誌学習から高校地理への継続性とは、どのようなことでしょうか。 

①中学校の地誌学習と「地理総合」の関連 

高等学校地理歴史科「地理総合」は、中学校社会科の学習の成果の上に立って設置された科目であり、内容の

取扱いにも「中学校社会科との関連を図るとともに、」と示されています。関連を図る視点として、中学校社会

科、特に地理的分野の学習で身に付けた知識や技能を活用したり、社会的事象の地理的な見方・考え方を働かせ

たりして課題を追究する学習を工夫することが考えられます。そして、中学校地理的分野の学習で育んだ資質・

能力を「地理総合」の学習を通して一層高めていくことが、中学校から高校地理への継続性を考える上でポイン

トになると考えます。（参考文献２） 

学習指導要領の内容を見ると、「地理総合」では地誌的な学習は設定されていません。主題を基に課題を追究 
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図と表のﾍﾟｰｼﾞ                                           

 
表２ 中項目「日本の諸地域」の指導計画例 

小単元 学習展開の概略 

九州地方 

【① 】 

九州地方の自然環境に関する特色ある事象を中核として，自然環境が地域の人々の生活・文化や

産業などと深い関係をもっていることや，自然災害に応じた防災対策が地域の課題となることに

ついて考察する。 

中国・四国 

地方【②】 

中国・四国地方の人口や都市・村落の立地、機能に関する特色ある事象を中核として，人口や都

市・村落が地域の人々の生活・文化や産業などと深い関係をもっていることや，過疎・過密問題

の解決が地域の課題となることなどについて考察する。 

近畿地方 

【⑤】 

近畿地域の環境問題や環境保全の取組に関する特色ある事象を中核として，環境問題が地域の

人々の生活や産業などと深い関係をもっていることや，持続可能な社会の構築のためには地域に

おける環境保全の取組が大切であることなどについて考察する。 

中部地方 

【③】 

中部地方の農業や工業などの産業に関する特色ある事象を中核として，産業が地域の自然環境や

交通・通信などと深い関係をもっていることや，産業の振興と環境保全の両立などの持続可能な

社会づくりが地域の課題となることなどについて考察する。 

関東地方 

【② 】 

関東地方の人口の分布や動態，大都市圏の構造と機能に関する特色ある事象を中核として，人口

や都市・村落が地域の産業や交通・通信の発達などと深い関係をもっていることや，持続可能な

地域づくりが課題となることなどについて考察する。 

東北地方 

【④】 

東北地方の道路や鉄道，航路や航空路，通信網などの交通・通信に関する特色ある事象を中核と

して，交通・通信が地域の産業や人口や都市・村落などの動向と深い関係をもっていることや，

地域間の結び付きの整備が地域の課題となることなどについて考察する。 

北海道地方 

【① 】 

北海道地域の地形や気候などの自然環境に関する特色ある事象を中核として，九州地方の特色や

課題とも比較しながら，自然環境を中核として見た北海道の地域的特色や地域の課題について考

察する。 

 注 表中の【 】は、小単元で取扱う①から⑤までの考察の仕方を示す。 
 （「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説社会編」pp.64～71の記述を参照して青柳慎一作成） 
 

時間 学習課題と学習の概要 

１ 近畿地方の概観 新聞の見出しから近畿地方の環境や開発に伴う問題を捉える ⇒ 単元を貫く課題の設定 

近畿地方は，どのような環境問題や開発に伴う問題があり，どのように環境保全に取り組んでいるのだろう？ 

２ 四日市ではどのような環境問題が起こったのだろう？⇒ 一斉学習で課題を追究し，課題追究の方法を身に付ける 

 

 

３ 

・ 

４ 

近畿地方各地には，どのような環境や開発に伴う問題があり，どのように環境保全に取り組んでいるのだろう？ 

次の課題をグループで分担し，課題を追究する⇒グループで協働的に課題を追究する 

○大阪では，都心の過密化に対してどのような開発を行ったのだろう。 

○京都では，歴史的な景観の保存にどのように取り組んでいるのだろう。 

○神戸では，市街地の過密化に対してどのような開発を行ったのだろう。 

○奈良盆地では，住宅地化に伴いどのような環境問題が起きたのだろう。 

○琵琶湖では，住宅地化や工業化に伴いどのような環境問題が起きたのだろう。 

○阪神工業地帯では，工業の発展に伴いどのような環境問題が起きたのだろう。 

５・ 

６ 

グループで調べたことを発表する⇒互いの発表を聞き学び合う。 

※各グループの発表ごとに，教師は必要に応じ補足説明する。 

発表で示されたキーワードを使って事象間の関連をまとめる。 

課題について，自分なりに解釈したことを説明する文章を書く。 

 図２ 小単元「近畿地方」の単元の指導計画例 （青柳慎一の授業実践を基に作成） 

 

 

 

 

 

 

情報の選択,読み取り 

考察, 

資料と発表原稿作成 

発表 

意見交換,説明記述 
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する内容になっています。学習指導要領の記述を整理してみると、「地理総合」は、中学校の地誌学習で習得した

知識・技能や見方・考え方も活用して課題追究していく項目の多いことが読み取れます。(図３)例えば、中学校

の「世界の諸地域」では世界各地で顕在化している地球的課題を取り上げますが、地理総合の「地球的課題と国

際協力」の項目で地球的課題について現状や要因、解決の方向性などを考察する学習へとつながっていきます。

自然災害や防災について見ると、中学校の「日本の諸地域」では自然環境を中核とした考察の仕方の中に「自然

災害に応じた防災対策が地域の課題となることなどについて考察する」とあります。地理総合の「自然環境と防

災」では、地域性を踏まえた防災について考察していく学習へとつながっていきます。 

中学校の地誌学習では、空間的相互依存作用や地域などに着目して課題を追究していきます。これらの視点は、

地理総合では「地球的課題と国際協力」「自然環境と防災」「生活圏の調査と地域の展望」に位置付けられていま

す。(図３) 社会的な見方・考え方については、中学校から高等学校へと校種が上がるにつれて視点の質やそれを

生かした問いの質が高まるよう工夫していくことが求められます。 

地理的技能について、中学校の地誌学習では取り上げた地域を概観したり、主題を設定して追究したりする際

に地図帳の一般図や主題図、写真や統計資料などを読み取ったり（図１）、収集した情報を地図化、グラフ化した

りすることが考えられます。これらの地理的技能は「地理総合」の学習においても身に付けることができるよう

系統性に留意して計画的に指導することが求められます。（参考文献２） 

 

②中・高等学校における地誌学習の関連 

 高等学校では、地理歴史科「地理探究」の「Ｂ 現代世界の地誌的考察」の中項目として「(2)現代世界の諸地

域」が地誌的な学習として位置付けられています。「現代世界の諸地域」では、幾つかの地域に区分した現代世界

の諸地域について、地域的特色や地球的課題などを多面的・多角的に考察していきます。その際、三つの地誌の

考察方法を用いて学習できるよう内容の取扱いを工夫することが求められています。（参考文献２） 

取り上げる地域については、中学校社会科地理的分野での学習や地理探究内容Ｂの「(1)現代世界の地域区分」

での学習成果を踏まえて、現代世界の中から複数の様々に切り取られた地域の中から選んでいくことが必要とさ

れています。また、中学校の「世界の諸地域」が州を単位として形式的に地域区分したのに対し、「現代世界の地

誌的考察」では、形式的な地域にとらわれることなく設定していくことに留意する必要があります。課題追究の

視点については、空間的相互依存作用や地域などに着目することと示されており、中学校の「世界の諸地域」と

の継続性が読み取れます。考察の対象についてみると、「世界の諸地域」では、地域で見られる地球的課題の要因

や影響を、州という地域の広がりや地域内の結び付きなどに着目して、それらの地域的特色と関連付けて考察し、

世界各地で顕在化している地球的課題は、それらが見られる地域の地域的特色の影響を受けて現れ方が異なるこ

とを捉えさせていきます。「現代世界の地誌的考察」では、現代世界の諸地域の地域的特色や地球的課題などを、

地域の結び付き、構造や変容などに着目して三つの地誌的に考察する方法を用いて考察し、諸地域に見られる地

域的特色や地球的課題についての認識を深めさせていきます。なお、「地理探究」で示された３つの考察方法の一

つは「取り上げた地域の特色ある事象と他の事象を有機的に関連付けて考察する地誌」と動態地誌的な方法が示

されており、中学校の「日本の諸地域」の考察方法と関連していると言えます。（参考文献１及び２） 

学習方法についてみると、中・高等学校とも地誌的な学習において、主題を設定して課題を追究したり解決し

たりする活動を展開することが求められています。今回の学習指導要領の改訂においては、「主体的・対話的で深

い学び」の実現が求められています。この点についても中・高等学校間の関連を図っていく必要があると考えま

す。 
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